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はじめに

昨今の光通信はAIをはじめとした需要増大が続いており、常に大容量化を求め
られています。これに対応するため、光ファイバ側で容量増大を目指す空間分割
多重(SDM)技術が注目されています。SDM技術の1つである弱結合型マルチコア
光ファイバは、1つのファイバに複数のコアを有する構造を持ち、コア数だけ容
量を増加させることが可能です。しかし、この光ファイバは信号品質劣化を招く
コア間クロストーク*や実装コストの高さが課題として挙げられています。
マルチチャネルファイバテスタ MT9100Aはこれらの課題を解決するために開

発されたソリューションです。

MT9100A弱結合型マルチコア光ファイバ

*コア間クロストークはあるコアから他のコアへ光信号が漏洩する現象
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製品概要

マルチチャネルファイバテスタ MT9100Aは、弱結合型マルチコア光ファイバ
(MCF)のコア間クロストークを分布評価可能な業界初*のソリューションです。

◼ ユースケース
✓ MCFの研究開発
✓ MCF、MCFケーブルのフィールドテスト
✓ MCF、MCFケーブルの製造・検査工程

*2025年11月現在、当社調べ

⚫タッチパネル動作の9インチディスプレイ

⚫ハンドキャリング可能な筐体
✓ 257(W)×163(H)×185(D)mm

✓ 6時間動作するバッテリ搭載

◼ 主な特長
✓ 業界初、4チャネルのマルチチャネルOTDR方式
✓ コア間クロストークを距離方向の分布として評価
✓ 接続切替なしのワンアクション評価

⚫ 4つの同期したOTDRインタフェース

⚫リモート制御対応
✓ VNCによるPCからのGUI制御
✓ SCPIコマンド動作対応

正面図 上面図
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製品概要 - マルチチャネルOTDR方式とは？

MT9100Aで採用しているマルチチャネルOTDR方式は、複数のOTDRを内蔵し、
それらが同期して測定する仕組みを持ちます。任意の1つのOTDRからプローブパ
ルスを送信し、戻ってくる後方散乱光をすべてのOTDRで受信することで、コア
間クロストークを分布として測定することができます。

OTDR No.1

OTDR No.2

同期
制御

MCF FIFO：ファンイン・ファンアウトデバイス
送信

F
IF

O クロストーク

後方散乱
コア1

コア2

受信パワー

[dBm]

クロストーク = (コア2の波形) – (コア1の波形) – 3dB

コア1

コア2

距離

クロストーク

[dB]

クロストーク(コア1-2間)

距離
※簡単化のため2つのOTDRで説明。MT9100Aでは上記の動作を最大4つで実施します。
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MCFのクロストークの測定方法はいくつかあります。MT9100Aが採用している
マルチチャネルOTDR(MC-OTDR)はさまざまな優位性があります。

製品概要 – 他方式との比較

方式 測定図 評価
時間

分布
測定

可搬性 他の
測定可能項目

透過法
(波長掃引)

遅
繋ぎ変え必要

不可 難しい なし

透過法
(CW光源)

遅
繋ぎ変え必要

不可 難しい なし

ループ
バック法

中 不可 可能

• 伝送損失
• 反射減衰量

MC-OTDR法

(MT9100A)
速 可能 可能

• 伝送損失
• 反射減衰量

TLS OPMF
IF

O

F
IF

O

MCF

繋ぎ変え
or複数台用意

OPM

LS OPMF
IF

O

F
IF

O
MCF

繋ぎ変え
or複数台用意

OPM

OTDR F
IF

O

F
IF

O

MCF

ダミー
ファイバ

MC-

OTDR

F
IF

O

MCF

繋ぎ変え不要
(内部で光源の出力を切替)
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製品概要 – ユースケースに応じたメリット

MT9100Aの特長を活かすことで、主に2つのユースケースで効果を発揮します。

⚫ 研究開発・敷設テスト
✓ 損失だけでなく、クロストークの劣化箇所を特定し、ケーブル

の敷設要件の確立をサポート
✓ 片端測定で完結するため、両端に人員・機器を配置することな

くコスト・時間面で効率的な評価を提供。
✓ バッテリ動作により電源が取れないエリアでも対応可能

⚫ ファイバ・ケーブルの製造工程
✓ 伝送損失・反射減衰量・クロストークの評価を効率化。

従来方式と比較して3倍以上の効率化を提供
✓ 評価中の接続切替が不要のため、接続ミスによる検査不良や誤

差発生を抑え、ヒューマンエラーによる手戻りを削減
✓ 中心波長規格をより狭くしたオプション*(opt. 012/013)により、

クロストークの検査スペックのマージン確保が可能
*詳細仕様は「主な規格」、個別カタログを
参照してください。



8ANRITSU CORPORATION

目次

• 製品概要

• 主要機能

• その他便利機能

• 主な規格

• オーダリングインフォメーション



ANRITSU CORPORATION 9

主要機能 – 接続セットアップ

F
IF

O
*

マルチコア光ファイバ(MCF)

FIFO：ファンイン・ファンアウトデバイス

*MCFの接続にはシングルモードファイバへブレークアウトする対応するFIFOが必要です。
 またMCFのクロストークを正確に測る場合、FIFOはクロストークが十分小さいものをご使用ください。

シングルモードファイバ

他の測定方式と異なり、MT9100Aは測定中の繋ぎ変えが不要で評価可能です。
また、評価ファイバの遠端側にFIFOを接続する必要がなく、簡易にセットアップ
することが可能です。



ANRITSU CORPORATION 10

MT9100Aは最大4コアまでのMCFを評価できますが、4コアMCFの一部の項目や
2コアMCFを測定する場合は不要な測定を省くことが可能です。

測定にかかる総測定時間は以下の3つの設定により決定されます。

波長1550 nm、平均時間30秒で4コアMCFの特性をすべて測定する場合、総測定時間は120秒となります。

主要機能 – 測定条件設定

① ② ③

③

②

①
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1波長当り
送信ポート

No.1 No.2 No.3 No.4

受信

ポート

No.1 伝送損失波形(No.1) クロストーク(No.2-1) クロストーク(No.3-1) クロストーク(No.4-1)

No.2 クロストーク(No.1-2) 伝送損失波形(No.2) クロストーク(No.3-2) クロストーク(No.4-2)

No.3 クロストーク(No.1-3) クロストーク(No.2-3) 伝送損失波形(No.3) クロストーク(No.4-3)

No.4 クロストーク(No.1-4) クロストーク(No.2-4) クロストーク(No.3-4) 伝送損失波形(No.4)

以下に3つの測定例における使用ポート数・アウトプットポートの設定と得られ
るデータを示します。

主要機能 – 測定条件設定

4コアMCFの全組合せを測定する場合
使用ポート ：4

アウトプット ：

取得波形数 ：16

2コアMCFを測定する場合
使用ポート ：2

アウトプット ：

取得波形 ：4 

4コアMCFのコア1のみから測定する場合
使用ポート ：4

アウトプット ：

取得波形 ：4
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主要機能 – 結果サマリ

すべての測定が完了するとクロストークまで含めた2種類のサマリが表示されます。
MCFやMCFを含む伝送路の良否を一目で判別可能です。

遠端におけるクロストーク値は送信と受信ポートの2次
元のテーブルで表示されます。「トータル」は任意の
コアが他のすべてのコアから受けるクロストークの総
量です。光信号が実際に受けるクロストーク量となる
ため、伝送試験をするときの指標として活用できます。

「OTDR」は伝送損失波形のイベント結果を参照します。
「順方向XT」は遠端のクロストーク値がしきい値を超
えたかで良否判定を行います。一番上の「結果」はす
べての結果の良否を表示します。1つでもNG項目があ
ると、NGとなります。

製造検査などで伝送損失・反射減衰量・遠端における
クロストーク値、すべての良否結果を一覧として確認
したい場合に便利です。

遠端におけるクロストークを一括で確認したい場合は
こちらが便利です。
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主要機能 – 測定波形

波形は伝送損失とクロストーク、両方を確認することができます。
クロストークは任意の位置における値や2点間の差分を算出可能です。

伝送損失波形に対しては、被測定ファイバ内にあ
る損失や反射をイベントとして自動検出し、イベ
ントテーブルとして表示します。イベントが多い、
小さなイベントを見逃したくない時に役立ちます。

タブ切替

クロストークは最大で3波形同時に描画されます。
A/Bカーソルを操作することで、それぞれのカー
ソル地点でのクロストーク値、2点間(B-A)のクロ
ストーク増加量をテーブルに表示できます。

F
IF

O

2点間(B-A)は接続点や特定スパ
ンのみのクロストーク増加量を
見たいときに便利です。

A BA B
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主要機能 – 波形の保存

測定したデータはMT9100Aで読み込み可能なXTA形式で保存されます。
MT9100Aから取り出して波形を確認したい場合はCSV出力をご使用いただけます。

CSVデータはパルス
出力ポートごとにま
とめられます。

各ポートの
測定データ クロストーク クロストーク(線形)

XTA形式
で保存

CSVをまとめた
ZIP形式で保存

距離
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主要機能 – リアルタイム測定機能

MCFのコネクタ接続や融着接続作業ではすべてのコアで適切に接続されているか
確認が必要です。リアルタイム測定機能は測定に使用するポートすべてから同時
にパルス出力を行い、最大4コアまでの接続状況を一括して確認することができ
ます。

リアルタイム測定中はカーソルを利用して損失と
反射減衰量の解析が可能です。

※リアルタイム測定機能ではクロストークは算出されません。

リアルタイム
測定開始

リアルタイム測定は測定条件画面の設定値が反映
されます。複数の波長が設定されている場合、最
も若い波長で測定を開始します。

F
IF

O

リアルタイム測定し
ながらコネクタ接続
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その他便利機能 – 通信光/コネクションチェック機能

通信光チェックは、測定開始前に被測定ファイバ内にある光信号を検出した際に
測定を中断します。伝送試験中に誤ってOTDR測定を実施してしまうケースを回避
でき、MT9100Aおよび伝送装置の故障を防ぎます。
コネクションチェックは、測定開始前に使用するポートすべての機器近端部分の
接続の良否を確認できます。正しい試験を行う際の事前確認としてご使用いただ
けます。

通信光/コネクションチェックは
測定条件の設定画面でON/OFF可能

接続が良好な場合は緑色のゲージと
なり、測定が自動的に実行されます

損失が大きかったり、反射が大きい
とゲージが減少し、緑→橙→赤の順
に遷移します。緑以外のゲージでは
測定は自動的に実行されません。

※各ポートの損失が大きく異なると、クロストーク値の誤差になりま
す。良好な状態での試験を推奨します。
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その他便利機能 – レベルオフセット機能

機器の近端で各コアに損失差(コア依存損失)があると、クロストークの結果は
損失差[dB]×2倍の誤差を生じます。このような場合、レベルオフセット機能を
利用することができます。各ポートの接続損失を入力することで、クロストーク
波形の縦軸を補正し、正しい値を得ることができます。

自動設定時は測定開始前に補正値を
自動で算出します。補正項目が多い
ため自動での使用を推奨します。

O
T
D

R
 l
e
v
e
l[
d

B
]

Distance[m]
0 m
(=機器のコネクタ接続部)

ポート1

ポート4
0.2 dB@1550 nm

1.0 dB@1550 nm

下記の例の場合、補正なしではクロストークは最
大1.6 dBの誤差が生じます。補正値は、0 m(機器の
コネクタ接続部)から見た時の損失値となります。
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その他便利機能 – 実効波長補正機能

各ポートのOTDR光源の中心波長は表示値(1310 nm/1550 nm/1625 nm)からシフト
しており、得られるクロストーク値は実効波長における値となります。MT9100A

は実効波長と被測定MCFの波長係数を入力することで、表示値で測定した場合の
クロストーク値になるように補正することができます。

クロストーク測定を行いたい波長・
ポート・パルス幅を指定して発光さ
せます。

出力光を光スペクトルアナライザ
(OSA)で測定し、得られた中心波長
を実効波長として入力します。

MCFが持つクロストークの波長依存
性を求め、各コアに入力します。
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その他便利機能 – 光コネクタ端面分析

ファイバスコープを購入いただくと、光コネクタ端面の分析が可能になります。
FIFOのシングルモードファイバ(SMF)端でシングルコアのコネクタの場合、国際
標準規格に沿った良否判定が行えます。

※一部のSC-APC-F、FC-APC-Fの端面を確認した場合、画面の端が黒く表示
され正しく端面を確認できなくなる場合があります。
※マルチコア光ファイバにおいて、コネクタ端面のコアは見えない可能性
があります。また国際標準規格がないため、解析することはできません。

F
IF

O
SMFコネクタ端

MCFコネクタ端
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⚫ ファイル共有
MT9100Aの内蔵メモリをPC上で共有フォルダ
として利用できます。SCPIコマンドで取得した
データを取り出すときなどで便利です。

⚫ VNC機能
PC上にGUIを表示でき、MT9100AをPCから制御
することができます。

その他便利機能 – リモート制御

MT9100Aはイーサネットインタフェースを通じてリモート制御が可能です。
遠隔に離れた場所からの制御や製造検査工程で検査をSCPIコマンドで自動化し、
取得したデータをPCに転送したいときに役立ちます。

イーサネット
ケーブル

SCPIコマンド

*PC上の画面は本体上の画面
と同じものが表示されます。

⚫ SCPI制御/SCPIコマンド
MT9100AはSCPIコマンドに対応
しています。適切にスクリプトを
組むことで、測定条件の設定から
取得データの保存までの一連の
流れを自動化できます。
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主な規格

寸法・質量 257.5±4(W) × 163±4(H) × 185.3±4(D) mm以下、突起部含まず

≦5.9 kg、バッテリ含む

ディスプレイ WVGA 解像度 (800x480 ピクセル)，9インチ

対応言語 英語、日本語

USBインタフェース 2ポート(USB2.0 タイプA)

1ポート(USB2.0 タイプMini-B)

イーサネットインタフェース イーサネット 10M/100M/1000M、RJ45コネクタ：1ポート

記録容量 内蔵7 Gbyte

バッテリ 専用10.80 V リチャージャブルスマート、リチウムイオンバッテリ 18440 mAh

連続動作時間：6時間（代表値）Telcordia GR-196-CORE Issue2, September 2010、25℃、

バッテリ満充電

充電時間：9時間（25℃において、代表値）、残量表示：%

ACアダプタ 入力：AC 100 V～AC 240 V、50 Hz/60 Hz

出力：DC定格18 V～19 V、13.2 A（最大）

消費電力：250 W以下

IOR設定 1.300000～1.700000（0.000001ステップ）

距離表示単位 km、m、kft、ft、mi

サンプリングポイント数 最大30,001ポイント

サンプリング分解能 0.05 m～40 m

*詳細は個別カタログを参照してください。
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主な規格

波長 オプション010/011 1310/1550/1625 nm±25 nm

オプション012/013 1310 nm±25 nm、1550/1625 nm±10 nm

距離測定確度 ±1 m ± 3 ×測定距離 × 10−5 ± カーソル分解能
(ファイバ屈折率による不確定性を除く)

距離レンジ 0.5、1.0、2.5、5、10、25、50、100、200、300 km

ダイナミックレンジ 1310 nm：46 dB、1550 nm：46 dB、1625 nm：44 dB

デッドゾーン(フレネル反射) ≦1.0 m

デッドゾーン(後方散乱光) 1310 nm：≦3.8 m、1550 nm：≦4.3 m、1625 nm：≦4.8 m

反射減衰量確度 ±2 dB

クロストーク
ダイナミックレンジ

1310 nm：≧84 dB、1550 nm：≧84 dB、1625 nm：≧81 dB

クロストーク測定再現性 ±0.33 dB

*詳細は個別カタログを参照してください。
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オーダリングインフォメーション

①本体指定

形名・記号 品名

MT9100A マルチチャネルファイバテスタ

G0418A

G0423A

Z1746A

Z2195A

MJB-1ET250002

-標準付属品-

ACアダプタ： 1個
SHIELD POWER CORD (13A)： 1個
リチウムイオンバッテリ（2個セット)： 1個
スタイラスペン：  1個
MT9100A取扱説明書CD： 1個
法規制関連添付文書：  1個

形名・記号 品名

MT9100A-010

MT9100A-011

MT9100A-012

MT9100A-013

標準波長確度・UPC研磨
標準波長確度・APC研磨
高波長確度・UPC研磨
高波長確度・APC研磨

形名・記号 品名

MT9100A-037

MT9100A-040

-オプション010/012 UPC研磨に適用-

UPC-FCコネクタ
UPC-SCコネクタ

MT9100A-025

MT9100A-026

-オプション011/013 APC研磨に適用-

APC-FCコネクタ
APC-SCコネクタ

③光コネクタの選択

②ポートオプションの選択

形名・記号 品名

MX910000A* MCF XT特性評価

④ソフトウェア

*本体へ搭載される標準ソフトウェアです。

**詳細は個別カタログを参照してください。
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